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Figure 1 30秒間のダイスの積み上げ個数 
 
 課題（16mm・10mm・８mm・５mm・１の目・BPO)×手（左・右）の分散分析を行ったところ、
課題の主効果（F (4.1, 199.3)＝24.09, p <.01）、手の主効果（F (1, 49)＝345.50, p <.01）、課題
×手の交互作用（F (5, 245)＝18.81, p <.01）において有意差があった。右手においては、課題
による単純主効果が有意で（F (5, 245)＝7.71, p <.01）、左手においても、課題による単純主効
果が有意であった（F (5, 245)＝36.96, p <.01）。さらに、各課題において左右差を検討した。
16mmで手による単純主効果が有意（F (1, 49)＝81.00, p <.01）、10mmで手による単純主効果が有
意（F (1, 49)＝38.56, p <.01）、８mmで手による単純主効果が有意（F (1, 49)＝39.34, p <.01）、
５mmで手による単純主効果が有意（F (1, 49)＝164.64, p <.01）、さらに１の目で手による単純

























の分散分析を行ったところ、課題の主効果（F (1, 19)＝90.93, p <.01）、手の主効果（F (1, 19)
＝75.67, p <.01）、課題×手の交互作用（F (1, 19)＝50.72, p <.01）において有意差があった。
右手においては、課題による単純主効果が有意で（F (1, 19)＝6.47, p <.05）、左手においても、
課題による単純主効果が有意であった（F (1, 19)＝76.32, p <.01）。さらに、各課題において左
右差を検討した。大豆では手による単純主効果が有意（F (1, 19)＝12.25, p <.01）、また小豆で
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